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２学期の始業式を迎えて



保護者の皆様、夏休み中、大変お疲れさまでした。子どもたちを朝起こして、お昼ご飯
を作り、時には遊びに連れて行き・・・。「学校が早く始まってほしい。」「給食って、あ
りがたい。」と思われた方もいらっしゃったのではないでしょうか？中には、学童保育に
出かける子どもたちのために、毎日お弁当を作った方もいらっしゃることでしょう。本当
にお疲れさまです。
でも、子どもたちが子どもでいるのは、ほんの一時です。気がついたら大きくなって、

へらずぐちをたたき、ぷいっと遊びに出かけてしまう。そのうち社会人になったら、実家
になかなか帰ってこない。そんなときは必ずやってきます。今、大変なのが実は幸せなの
かもしれませんよ。



始業式もプレゼンテーションで説明
しました。このお便りを見ながら、校
長がどんな話をしたのか、子どもたち
から聞いてください。そして、子ども
たちが何を感じ、何を覚えているのか
を確かめてください。
子どもたちの記憶に残るお話をする

のは難しいです。記憶に残すには、何
度も何度も、嫌われても大切なことを
繰り返すことが必要なのでしょうか。


